
１. 趣旨  船橋市中学校体育の振興を図り、市内中学生の健全育成に寄与する。
２. 主催  船橋市教育委員会
３. 主管  船橋市小中学校体育連盟
４. 後援  船橋市スポーツ協会
５. 期日  令和５年７月２日（日）・８日（土）・９日（日）・１５日（土）・１６日（日）・※２１日（金）
６. 会場   　２日（日）高瀬下水処理場上部運動広場（タカスポ）・千葉日大第一中学校

　８日（土）高瀬下水処理場上部運動広場（タカスポ）・千葉日大第一中学校
          　９日（日）高瀬下水処理場上部運動広場（タカスポ）
         １５日（土）高瀬下水処理場上部運動広場（タカスポ）

１６日（日）高瀬下水処理場上部運動広場（タカスポ）
２１日（金）高瀬下水処理場上部運動広場（タカスポ）

７. 役員 顧　　問   今井　弘（前原中学校長） 　　渡部　昭彦（法田中学校長）
       競技委員長   石川　航平（船橋)　
　　　　 　 競技副委員長　原田　千比呂（宮本)　　　 井上　真太郎（習志野台）
          沖島　健太（宮本）
　　 競 技 委 員　 鈴木　颯太（船橋） 藤井　翼（船橋） 金子  雄大（湊） 小島　尚之（湊）
    及び審判員 長尾　翼（宮本）  谷口　拓馬(若松)  本田　満裕（若松） 坂井　桂介（海神）

坂元　光(海神)  齋藤  浩司(葛飾) 三村  隼人（葛飾） 佐々木　晋（葛飾）
今関　宗一郎（行田） 赤松　舜介（行田） 愛知　範大（行田） 齋藤　康司(行田)
西川　博章(法田)　　 山後　直輝（法田） 冨原　裕介（旭） 原　佳希（旭）
森田　淳悟（御滝） 伊藤　佑斗(御滝) 日野　絢太（御滝） 武藤　良矢（高根）
矢野　晶路(八木が谷) 大野　晃司（八木が谷） 姥山　保史（前原） 松本　和真（前原）
齋藤　貴広（二宮） 岩井　康（二宮） 大橋　寿実子（二宮） 金子　覚（飯山満）
境谷　主(芝山)　 角田　咲智(芝山)　 岡　寛和(七林)　 関　涼佑(七林)　 
内記　聡太(三田)　 長野　翔伍(三田)　 鈴木　康平（三山） 橋本　大（三山）
溝口　隼（高根台） 川口　知紘（高根台） 宮田　典啓（習志野台） 佐藤　健太（坪井）
宮下　大樹（坪井） 石原　一水（大穴） 三浦　寿典（大穴） 山中　敏一（千日一）
平野　凌太郎（千日一） 綱島　大輔（千日一）

       　　
会場責任者   高瀬下水処理場上部運動広場（タカスポ）　 石川　航平（船橋）

千葉日大第一中学校 山中　敏一（千日一）

２日（日） ９日（日） 　　　  １５日（土） 　　２１日（金）

救護          　 ・・・タカスポ
         　 ・・・千日一

８. 競技要項
  （１）競技規則
        ① 日本サッカー協会現行競技規則により行う。
        ② 退場を受けた選手は、次の１試合には出場できず、それ以降の処置については、 競技役員で決定する。
        ③ 大会中警告を２回受けた選手は、次の１試合に出場できない。

④

⑤ 前後半それぞれでクーリングブレイクを行う。ただし、気温が低い場合は、会場にて打合せ後、飲水タイムへの変更も可とする。
　　１．日陰にあるベンチに入り、休む　 WBGT２８℃以上＝３分
　　２．氷・アイスパック等で身体を冷やす WBGT３１℃以上＝５分
　　３．水だけではなくスポーツドリンク等を飲む
　その際、戦術的な指示も許容する。
※引き分け延長の前には、５分程度クーリングブレイクを行う。

⑥
　　　　　　　　　　

(校長先生は引率者に明記しなくてもベンチに入ることができる。）
（メンバー外の３年生部員は、顧問の判断で、ビブスなどを着用しベンチ内にいることを認める。）　　　

⑦

⑧ 本大会の使用球は、 ５号球とし、競技規則第２条に適合するものとする。 ボールは、本部から提供する。
⑨ ユニフォーム（シャツ･パンツ･ストッキング）は正の他に、副として異なる色のものを用意する。（GKも同様とすること）　　　　　　　　　　　

⑩
⑪ 試合開始３０分前に、監督は、メンバー用紙を本部に２部提出する。選手のコールは、７分前に行う。

マネージャーズミーティングは８０分前に実施する。顧問（=監督)は選手の正副それぞれのユニフォーム一式（GK含む）を持参する。
⑫

⑬ 参加チームへの諸注意
・試合態度、応援態度はマナーを守って行うこと。
・監督、コーチ、選手以外は、フィールド内に入らないこと。
・電子機器の取り扱いに関しては現行競技規則で行わないこととし、電子機器をベンチ内で戦術的に使用することは禁止とする。

  （２）競技方法 
        ① ２４校（２３チーム）出場し、トーナメント方式とする。

※大穴中と八木が谷中が合同チームとなる。
② 春季大会のベスト８をシードする。

        ③ 上位２チームが県大会の出場権を得る。 （千葉県大会７月２７日～３１日）

９. 表彰 優勝チームに優勝杯、優勝旗。優勝以下３位までのチームに賞状を授与する。
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また、ユニフォームのシャツが縞の場合は、台布に番号をつけるなどしてわかりやすくすること。

　　１６日（日）

競技者の交代に関しては、競技開始前に登録した交代要員１４名の中から最大１４名の交代が認められる。ただし、交代の手続きは、従来通りサッカー競技規
則第３条に則って行う。※自由交代制はとらない。

審判長 

８日（土）

登録できる人員は、 引率者１名、監督１名、コーチ２名、選手２５名とし、 試合におけるベンチ入りもこれに準ずる。また、引率者、監督は当該校の校長または教
員とする。コーチについては、 当該校の教員または学校長が認めた外部コーチでであること。

試合は６０分ゲーム（30ー10ー30）で、同点の場合は、１０分（５－５）の延長戦を行い、 なお、決しない場合は、ＰＫ方式により勝敗を決する。

試合前のウオ－ミングアップについては、ハーフタイムのピッチ内アップは使用可、試合間（セレモニ－前）のピッチ内アップは行なわない。

大会を通じて、同一選手が同一の背番号をつけるものとする。



１０. 大会留意事項
        ①

②

③ 会場校は、ＡＥＤと救護用の氷を、クーラーボックスなどに入れて準備をしておく。
④

⑤ 自転車での参加は禁止とする。
⑥ 貴重品の管理については、各顧問が責任をもつ。選手にまかせないこと。
⑦ 顧問による巡回指導を各会場ごとに実施する。
⑧

⑨

⑩ 各チームの部長は、到着報告・解散報告を会場本部に必ず報告する。

選手の頭髪・服装については、中学生としてふさわしいものとする。 （染髪・脱色・ピアス等は、出場させない）特に大会を通じ、スポーツマンとして自覚した行動を
心がけ、相手（自チーム他チームを問わず）を尊重し、トラブルがないようにする。 選手及び応援生徒の発言や行動に問題が生じた場合、試合中であれば審判
の判断によるが、 フィールド外でも大会本部及び競技役員の判断により会場から退場させる場合がある。なお、退場処分を受けた生徒及び関係者に関しては、そ
の内容により競技役員で指導に当たり、その後の処置を大会本部及び競技役員で判断する。

会場では、会場責任者の指示に従い、練習内容や方法を工夫してけがのないようにし、施設・備品等は丁寧に扱う。また、応援席・更衣場所等の清掃や後始
末は必ず行うこと。 会場内、会場周辺は禁煙とし保護者への周知を徹底する。会場到着時刻は午前７時４５分以前にならないようにする。 また、顧問も生徒が
到着する前に会場に来ているようにする。応援の保護者の路上駐車、近隣への一時的な駐車も含め保護者への連絡を徹底する。

昼食は各自で持参し、 会場から買いに出たりすることのないようにする。 飲み物については十分に用意するとともに、瓶や缶で持ち込むことのないようにする。

各チーム保護者の車は、千日大一中に関しては乗り入れを全面禁止とし、公共の交通機関を使用する。また、タカスポに関しては各校４台まで駐車証を発行し、
顧問についても、駐車証の提示を義務づけるものとする。（車のダッシュボードなどに提示しておく）
会場責任者は事故・ケガ・試合結果を船橋中・石川まで報告する。また、会場に全生徒が到着次第、会場責任者は大会本部（石川携帯）に連絡をする。


